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リビジョンアップ



詰め合せ機能「ASSORT」機能



詰め合せ機能 概要

複数商品を1グループとし、販売レシートの印字で、タイトル以外を印字しません。
タイトルは、商品マスタに登録した任意のタイトルにする事が可能。
1グループにする商品を、販売画面で呼出し［ASSORT］を入力した時点で、呼出し済みの商
品を1グループとします。
［ASSORT］入力を行うと、タイトル選択の画面を表示し、任意のタイトルとする事が可能。
（ジャーナルデータへの変更はありません）

仕様-例）通常販売時　
3種類のドーナッツと玉子サンドを販売

仕様-例）詰合せ機能利用時　
ドーナッツ3種類を「詰合せ」にし、玉子サンドと販売

上記、同一の商品の販売ですが「詰合せ機能」を利用すると、
任意の詰合せタイトルを印字、内容のドーナッツ3種類は非表示
でレシート出力します。



詰め合せ機能-販売手順 ①

1-詰合せしたい商品を呼出します

入力フィールドに【ASSORT】
と入力します。
※メニューボタンへの登録も可能
です。　設定 P-〇〇

2-詰め合せ画面が表示されます
「レシート印字商品検索」を押し
て、詰め合わせのタイトルを呼び
出します。
※詰め合わせタイトルは、事前に
商品マスタへの登録が必要です。

3-商品検索が表示されますので、
表示される一覧データを絞り込み
ます。



詰め合せ機能-販売手順 ②

4-検索結果が表示されますので、
詰め合わせタイトルに使用する商
品名を押します

5-詰め合せ画面に戻り、選択した
タイトルが表示されます

※ 数量について
数量を2とした場合、前項手順-1
で呼出した商品が全て2個になりま
す。

※上記で選択したタイトルは右図
の様に印字されます。



詰め合せ機能-販売手順 ③

6-販売画面に戻ります

「詰合せ」にグループ化した商品
は、先頭に【＆】が表示されます。

※一つ目の詰合せは【＆1】
二つ目の詰合せは【＆2】・・・

と表示します

7-詰め合わせが二つ以上ある場合、
一つずつ詰め合わせ処理を行って
ください。

8-詰め合わせにしない商品を同時
に販売する場合、詰め合わせが終
わってから販売してください。

詰め合わせグループにできない（例

・連続していない場合
① ② ④ ⑤行の様に、③だけ外して
グループ化する事は不可

・連続しているが、先頭だけ外す
詰め合わせのグループ化ルール
* 一つ目の詰め合わせは①行目から
* 二つ目の詰め合わせは、
1つ目の詰め合わせ後の先頭から



詰め合せ機能-販売手順 ④

9-小計画面
【値引き割引きについて】

詰め合わせにした商品の、単品値
引き/割引きの計算は行いますが、
レシートに詰め合わせした商品を
表示しないので、値引き/割引きの
記載がでません。

値引/割引きは、小計画面で行って
ください。

10-販売レシート

同一商品を、販売した
レシートの違い

詰め合わせ機能使用　レシート 通常販売　レシート



詰め合せ機能-運用時の注意点 ①

同一商品コード1行表示を【しない】へ設定してください。

「同一コード1行表示」【する】で
・プレーンドーナッツｘ2個
・オールドドーナッツｘ1個
販売時、右図の様に集計され

詰め合わせ「ASSORT」の、
数量「1」で実行すると

・プレーンドーナッツｘ2個
・オールドドーナッツｘ1個
が、
・プレーンドーナッツｘ1個
・オールドドーナッツｘ1個
へと変更されてしまいます。

開始メニュー > 

全般設定 >

基本設定 > 

「初期3」

同一コード1行表示：「しない」

□ 同一コード1行表示：「しない」設定方法

注意　「同一コード1行表示」の場合、

詰め合わせ「ASSORT」のグループ①にした商品を、別の

詰め合わせ「ASSORT」のグループ②へ登録する事ができなくなります。

下記手順を参照して、「同一コード1行表示」【しない】へ設定してください。



詰め合せ機能-運用時の注意点 ②

1-販売画面で数量変更後、に詰め
合わせを実行します。

例）
オールドドーナッツを1個から3個
へ、数量変更

数量変更は、詰め合わせ「ASSORT」実行後に変更してください

2-詰め合わせ画面の数量が「1」
で決定した場合

3-販売画面に戻ると、詰め合わせ
した商品の販売個数はすべて「1」
となります。

※ 詰め合わせ実行後の「数量変更」
は可能です。



詰め合せ機能-運用時の注意点 ③

□ 返品機能

・一部商品の返品
詰め合わせの内容が、レシート
では判断できません
※ジャーナルでの確認は可能

・伝票返品
詰め合わせの内容が表示されま
すが、可能です。

・販売画面で、詰め合わせ
「ASSORT」実行後に。返品
ボタンを押すとエラーになりま
す。

■ 保留機能「KARIHANBAI」：利用不可
詰め合わせ機能使用時、利用できません。

■ セルフメディケーション：利用不可
セルフメディケーション対象商品が、詰め合わせに含まれる場合、利用不可。

（確定申告時の提出レシート要件を満たせない<商品が記載されないのでマークを付けれない為>）

■ 作成した詰め合わせへの、商品追加：利用不可
詰め合わせ「ASSORT」実行後のグループへは商品を追加できません。

グループからの「商品取り消し(F4取消)」「数量変更(F3数編)」は可能です。

■ 軽減税率；利用不可
単品に軽減税率マークを表示するので、利用不可。

※但し、詰め合わせが必ず軽減税率対応商品となる場合、詰め合わせタイトルに※や軽税等つけ

る事で運用可能

□ 免税販売
・BCPOS x あっと免税連携時

詰め合わせにした場合、BCPOSの販売レシートに「消耗品」「一般品」の分類が表示されないが、

あっと免税に、商品明細を渡し、あっと免税側で消耗品、一般品を分類するので可能。

□ 税区分
詰め合わせ商品が、ライターとタバコの場合、単品表示されないので、課税非課税商品が不明。

□ 単品値引き/割引き、複数単価、サービス
単品詳細が非表示となる為、値引き/割引き額が表示されない。

同様に複数単価の値引きも単品詳細に表示されるので、値引き額が非表示となる。

サービス品は、品を提供したのかも不明となる。

※計算は行っている。



詰め合せ機能-運用のポイント ①

1-販売画面に、詰め合わせのタイ
トル用に作成した商品を呼び出し
ます

「▼」を押して「SF1ラベル」を
押し、ラベルを印字します

詰め合わせ商品タイトル「呼出し用バーコード」

2-レシートプリンター *1から、
ラベルが印字されます。
*1設定によりラベルプリンター

3-販売画面で「ASSORT」実行後
に表示される「詰め合わせ」画面
で、該当のラベルをスキャンする
事で、安易にタイトルを呼び出す
事が可能です



詰め合せ機能-運用のポイント ②

1-販売画面の、設定「 」を押し
「商品メニュー登録」を押します

または、下記手順で「商品メニュー
登録」を押します。

詰め合わせ「ASSORT」を、メニューボタンに登録します。これにより販売画
面で「ASSORT」と入力しなくても、詰め合わせを簡易に呼出せます

1-開始メニュー > 全般設定 >
「商品メニュー登録」を押します

2-商品メニュー登録

登録したい任意のタブ、任意の

ボタンを押します。

その他の□に、☑をいれてアク

ティブにします。

☑その他：「ASSORT」

※ 半角英、可

ボタン名称：「任意の名称」

「登録」を押して完了



領収書 横印字



New)領収書 横印字/控え印字/印紙税申告納付

・領収書印字

「縦」は従来の印字です

・領収書の控え印字

「する」タイトルを領収書(控)

として同じ内容を印字します

・店舗名/住所1-3

領収書横で印字する際は、

設定し てください

・印紙税を申告納付

「する」の場合、管轄税務署を

設定してください

領収書の横印字が可能となりました。（販売画面「▼」「SF領収書」）
横印字の場合、領収書設定欄に店舗名・住所・TEL等を設定してください。

□ 設定方法

開始メニュー > 全般設定 >

基本設定 > 「レシート」

国税庁が認めている、書式表示による印紙税を納付する方法に対応しました。

同一種類の課税文書が継続的に作成されたり一時に多量に作成されたりする場合に、その課税文書に印紙を貼り付ける

ことのわずらわしさを避けるために設けられたものであり、その方法は、課税文書に一定の書式を表示するとともに、

1か月間の作成数量を翌月末日までにとりまとめて申告し、その申告に係る印紙税額を金銭で納付するというものです。



精算レシート(Zレシート)



精算レシート(Zレシート)- ① 概要/設定

中間締め処理使用：【する】

中間締時刻：〇時(設定時刻経過時、

レジ画面に精算ボタンを表示

精算レシート機能使用；【する】

精算レシート機能使用を【する】で、

設定した中間締時刻になると図Ａの

「締め時刻を過ぎました。

精算してください。］（精算）

を表示します。

当日売上で計上したい場合（精算）

しないでレジ操作を続けてください。

精算レシート(Zレシート)概要

精算レシートの出力が可能となりました。
精算レシートを出力すると、日報の計算を当日締めて
翌日処理しか行えなくします。
※中間締めでは、当日の処理も選択可能

「開始メニュー」>「管理画面」から、
何時でも「精算レシート」を出力できます。

□ 設定方法

開始メニュー > 全般設定 > 

基本設定 > 「初期」

図-Ａ



精算レシート(Zレシート)- ② 運用

□ 設定した中間締め時刻を経過した場合

1-レジ画面に

「締め時刻を過ぎました。清算してください。」

と表示されますので（精算）ボタンを押します

□ 設定した中間締め時刻前の場合

1-開始メニュー > 管理画面 > 

「精算レシート」を押します

2-精算レシート発行画面が表示されますので、

「精算」ボタンで、精算レシートを発行します

再印刷の場合「再印刷」を押しで発行します

再印刷の回数を、レシートに表示します。

精算レシート見本

精算レシート発行後のレジ操作は全て、翌日の取引として扱いとなりますので、

在り高計算を行ってから「精算レシート」を発行してください。

※ 当日売上で計上したい場合（精算）しないでレジ操作を続けてください。



精算レシート(Zレシート)- ③ 運用

3-精算レシート出力後に、

・販売画面を再度開いた場合

・翌日の売上でレジ操作する場合

レジ画面を開くと「日付入力」画面が開きます。

「翌営業日を選択」し、売上計上してください。

※精算処理を行った当日を含む過去は、

　選択できません。

表示された場合、過去の売上に対して「精算業務」が

終了していない為、BCPOSの日付が過去のままです。

【締め時刻を過ぎています。営業日を更新する場合は精

算を行ってください】と表示された場合、下記手順で精

算業務を行ってください。

■ 精算レシート発行後のレジ操作では

下記、アラートが表示されます。

□ 更新アラート

【締め時刻を過ぎています。営業日を更新する場合は精算を行ってください】

レジ画面で「精算」ボタンを押します 管理画面 >「精算レシート」を押します

Windowsのシステム日付 BCPOSの日報日付

□ 上記アラートが表示される場合、レジ画面上部の日付に差異がございます。



決済種別設定時、種別表示機能



決済種別設定時、種別表示機能-①

決済端末連携時にクレジットマスタで、決済種別設定時、設定した種別で
固定されるようになりました。（今までは、自由選択）

現在の運用が、下図の様に表示されている場合、
同じ運用が可能で影響ありません。

□ 設定方法

開始メニュー > 各種マスタ > クレジット
・決済フラグ

端末(Verifone or J-Mups )連動時☑チェック

注）セミセルフ運用時は、必須となります

・決済種別「空白」設定の表示例

※ タッチフォーム使用時

・決済種別

「空白」：決済種別選択（下図参照）　

「1」：銀聯、「0」：クレジット、「2」：電子マネー



・決済種別「クレジット」設定の表示例

・決済種別「議連」設定の表示例

・決済種別「電子マネー」設定の表示例

決済種別設定時、種別表示機能-②



自動釣銭機連動時の釣銭投入画面



自動釣銭機連動時の釣銭投入画面

自動釣銭機連動時の、つり銭投入画面への移行が早くなりました。【設定無し】

1-自動釣銭機接続時、レジ画面起動後担当者を選択 2-現在のつり銭状態を表示

3-「釣銭入金」を押す事で「日報金種」

を表示してつり銭の投入が可能です

□ 「モニタ切替」機能

セミセルフ機能利用時は、釣銭機の投入口がレジ画

面と反対側を向くので「切替」ボタンで「釣銭入力」

をセカンドモニタ側表示へ切替可能です。

セカンドモニタに表示すると、レジ画面は下図の様

になります。



「後会計」セカンドプリンタ使用時の保留販売機能



「後会計」セカンドプリンタ使用時の保留販売機能-概要

セカンドプリンタ使用時に、伝票単位で複数回注文の保留を伝票バーコードの読取
りで行え、最後に纏めて会計ができる様になりました。

注文-①　　 >　 　 注文-② 　　　　 　　　　　注文①+②　合計支払い

販売画面で 保留機能「Karihabai」と入力するか、商品メニューへ登録した「Karihanbai」を

押す事で会計する事無く、キッチンプリンターへ注文伝票の出力が行えます。



「後会計」セカンドプリンタ使用時の保留販売機能-運用 ①

1-レジ画面にメニューを呼び出して、商品メニューに登録した
「KARIHANBAI」を押すか、KARIHANBAIと入力し「確定」します

2-オーダー画面が表示されますので
「新規」を押します

3-レジ側のレシートプリンターから、タイトルが
「お会計票」となった伝票が出力されます

3-キッチン側のプリンターから、下図の様な短冊
または、伝票で注文されたメニューを出力します



「後会計」セカンドプリンタ使用時の保留販売機能-運用 ②

4-レジ画面に追加するメニューを呼び出して、商品メニューに登録した
「KARIHANBAI」を押すか、KARIHANBAIと入力し「確定」します
「オーダー」が開きます。

5-追加する伝票のバーコードをス
キャンするか、コード番号を入力
して「追加」を押します

6-レジ側のレシートプリンターから、タイトルが
「お会計票」となった追加伝票が出力されます

6-キッチン側のプリンターから、下図の様な短冊
または、伝票で注文された追加メニューを出力します



「後会計」セカンドプリンタ使用時の保留販売機能-運用 ③

7-会計時は、既に発行したいずれかの「会計票」をレジ画面で、コードをスキャンするか、コード入力し「小計」
「現計」で会計します。

□ 設定

開始メニュー > 全般設定 > 追加基本設定 > プリンタ増設設定 > 「 使用用途 」：後会計

「後会計」セカンドプリンタ使用時の保留販売機能-設定



その他、追加/更新機能

□ 自動釣銭機使用時の機能改善

・自動釣銭機使用時の釣銭出金手順変更：釣銭出金 > レシート出力へ変更

・自動釣銭機使用時の釣銭入金画面の変更：レジ画面起動 > 担当者登録 > 現在のつり銭状態表示 > 

釣銭投入画面表示可

・セミセルフ使用時はつり銭投入口方向（セカンドディスプレイ側）に、釣銭投入画面を表示

・セミセルフ使用時のセカンドディスプレイに、クレジットカード決済と銀聯決済を追加

・グローリー製自動釣銭機利用時「預かり金計数中のエラー解除ガイダンス」を表示する

□ 他
・小計画面を動かせないように変更

・OBC：奉行i10シリーズ/商奉行、蔵奉行の商品マスタが取り込めるようになりました




